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均で 1.76 日（42.28 時間）であった。ま
た、返信率は、1回目は 89.2%、2回目
は 82.1%、3 回目は 83.7%、4 回目は
77.5%であった。
図 3より、1回目の返信までの時間は、


















平均 1.52 日（36.38 時間）であった。
図 4 より、2 回目は、当日 18.9%、2
日目 9.4%、3日目 15.1%、4日目 31.1%、
5日目 25.5%であった。2回目は後半に
返信が集中し、平均 2.85 日（66.09 時間）
であった。
図 5 より、3 回目は、当日 51.9%、2
日目 24.1%、3日目 6.5%、4日目 15.7%、
5日目 1.9%であった。7割以上の学生が
当日に返信をし、平均 1.28 日（30.70 時
間）であった。
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